
令和４年度 長島ダム事業概要



長島ダムの概要

ダム貯水池諸元
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長島ダム

長島ダムは、一級河川大井川水系大井川の上流、静岡県榛
原郡川根本町に位置する、高さ109m、長さ308m、総貯水容
量7,800万m3の重力式コンクリートダムです。
平成14年より管理を開始し、洪水調節、流水の正常な機能の
維持、水道用水・かんがい用水・工業用水の供給を目的としてい
ます。
「地域に開かれたダム」として、ダム堤体内部やダム湖面の一般開
放など、地域活性化の取り組みも行っています。

長島ダム集水区域

流域界

●島田分室



①長島ダム流量観測及び水文観測施設保守点検業務

②長島ダム貯水池測量業務

③長島ダム水質監視分析業務

④長島ダム流入量予測検討業務

⑤長島ダム電気通信施設保守業務

令和４年度の事業
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※数字は事業費ベース（業務取扱費を除く）

①長島ダム維持修繕工事（貯水池流木処理、除草など）

②長島ダム堆砂掘削工事

③長島ダム緊急堆砂掘削工事

④長島ダム管内堆砂掘削工事

⑤長島ダム河川情報表示設備更新工事

⑥長島ダム主放流設備修繕工事

令和４年度の主な工事

令和４年度の主な業務

区分

R3 R4

当初 災害復旧 補正予算 当初 災害復旧

長島ダム事業費 504,000 0 160,000 505,350 0

（単位：千円）長島ダム事業費



令和４年度の主要な事業
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■長島ダム堆砂掘削工事

■長島ダム主放流設備修繕工事

ダム湖に土砂が貯まると、ダムの機能が維持できなくなる恐れがあります。こ
のため、長島ダムでは毎年ダム湖内の測量を行い、堆砂状況を把握するとと
もに、貯砂ダム上流で流入土砂を捕捉し、堆砂掘削を実施しています。令
和４年度は約３.9万m3の堆砂掘削を実施します。

（令和３年度末堆砂状況）
・全堆砂量 4,654千m3
・堆砂率 5.４%

■長島ダム河川情報表示設備更新工事

堆砂掘削工事の様子

放流警報設備

河川情報表示設備

ダムが洪水調節を行う際に放流警報設備と共に放流を知らせる河川
情報表示設備が設置されており、老朽化したこれらの設備を更新します。

ダムには洪水調節を行う放流設備が設置されており、これらの設備はダ
ムの適切な管理を行うため、確実な放流または止水機能の確保が必要
となります。今回、６門ある主放流設備のうち２号ゲートの水密ゴムの損
傷が確認されてため、この取替作業を実施します。



これまでの防災操作

長島ダムでは、平成14年の管理開始以降、令和2年9月までに防災操作（流入量900m3/s以上）を計10回実
施しています。
平成30年10月1日の台風24号による洪水では、過去最大となる最大流入量2,079m3/s、ダム放流量961m3/s
（最大流入時）を記録しました。
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年月日 洪水要因
①最大流入量

②最大流入時 ③調節量 調節率

ダム流下量 〔①－②〕 〔③/①〕
（m3/s） （m3/s） （m3/s） （%）

Ｈ15. 8. 9 台風10号 1,014 943 71 7

Ｈ16.10. 9 台風22号 928 901 27 3

Ｈ16.10.20 台風23号 1,239 1,017 222 18

Ｈ19. 7.15
台風4号

1,528 1,114 414 27
梅雨前線

Ｈ23. 7.20 台風6号 1,185 982 203 17

Ｈ23. 9. 3 台風12号 1,612 1,127 485 30

Ｈ23. 9.21 台風15号 1,870 912 958 51

Ｈ29.10.23 台風21号 960 900 60 6

Ｈ30. 9. 6 台風21号 969 901 68 7

Ｈ30.10. 1 台風24号 2,079 961 1,118 54

長島ダム防災操作実績



防災操作（平成23年台風15号）

川根大橋上流右岸（平成２3年9月 台風1５号）

平成23年9月の台風15号では、長島ダム上流域で410㎜/日の降雨を記録しましたが、長島ダムの洪水調節により下
流域の被害を大きく軽減することができました。
千頭地区では大井川の水位を約109ｃｍ低下させることができたと推定しています。
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ダム完成後ダム完成前

川根大橋上流右岸（平成3年9月 台風18号）

※ 長島ダム上流域の雨量は２１２㎜/日
大井川鐵道井川線の軌道が浸水被害

※ 長島ダム上流域の雨量は平成３年の約２倍となる
４１０㎜/日を記録
長島ダムの効果により、浸水被害は発生せず



防災操作（平成30年台風24号）

長島ダム放流の様子 川根大橋より下流を望む

千頭駅

平成30年は台風24号（平成30年9月）の影響により、長島ダムでは流域平均累加雨量で10月1
日6時までに305mmの降雨となりました。このため、管理開始以降最大となる約2,079m3/sの流入が
あり、防災操作により最大約1,118m3/sの洪水調節を行いました。
防災操作の実施により、千頭地区では大井川の水位を約85ｃｍ低下させることができたと推定してい
ます。
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中部電力と連携し、出水前に上流ダム群の貯水位を下げることができたため、
長島ダムの最大流入量は約740m3/s程度におさまり、洪水調節1）を実施することなく対応できました。
8月13日～8月21日 累計降雨量 ： 687.6mm

１）洪水調節：大雨によって急増する水量の一部を一時的にダムに貯め、ダムから放流する量を調節すること

令和３年 秋雨前線による出水

雨量
（mm）

流量
（m3/s）

長島ダム流入・放流量

洪水時最高水位（EL.480.0m）

平常時最高水位（EL.470.0m）

洪水貯留準備水位（EL.453.0m）

最低水位（EL.432.0m）
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時間雨量（mm）

流入量（m3/s）

全放流量（m3/s）

貯水位（m）
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長島ﾀﾞﾑ 雨量

大井川水系 長島ダム貯水状況図
(mm)

貯水位

貯水量

貯水率 34.3%

16,086 千m3

2022年3月31日
EL. 449.54 m

月累計 110 月累計 110 月累計 20 月累計 79 月累計 147

平均値 147 平均値 115 平均値 91 平均値 147 平均値 239

最低水位 EL 430m

秋以降の少雨により大井川の流況は悪化。長島ダムは、流水の正常な機能の維持のため不特定補給を実施。

令和３年度の渇水状況

4/1

10/29渇水対策支部設置
（静河・長島ダム）

12/20 17時～ 1/ 1 9時 不特定補給実施
3/15 12時～3/18 23時 不特定補給実施
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4/1

平常時
最高貯水位
EL.470m

平均貯水位
EL.466m

3月31日貯水位
EL.449m長島ダム

令和3年度渇水写真

11/1～3/31
実績累計雨量 ： 466mm
平均累計雨量 ： 739mm
平年比 ： 約63％

過去10年平均水位より、約17m
低い水位
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広報・地域連携の取り組み

長島ダムでは、ダム内部見学会を通年で実施しており、ダムの目的や役割などを幅広く一般の方々に説明しています。また、
地域に開かれたダムとして湖面を一般開放し、カヌーなど多くの方々に利用いただいています。
森と湖に親しむ旬間（R３年度はコロナ禍のため中止）や、地元のお祭りなどに合わせたイベントも開催しており、地元住
民はもとより大井川下流域や静岡県外の方々との交流を促進するなど、地域から愛されるダムとなるべく広報活動に取り組ん
でいます。

ダム湖利用

学生へのダムの概要説明

9植栽イベントダム内部見学

令和３年度来場者数など

・ダム見学会参加者 延べ 483名
・ダムカード配布枚数 5,163枚
・湖面利用者数 延べ 1,777名
・ふれあい館来館者 延べ 13,449名

※令和３年度は令和２年度に比べ増加しましたが、
引き続きコロナ禍により例年に比べ大幅減



管理運用開始 20周年

●長島ダムは、２００２年に管理運用を開始してから今年で２０周年を
迎えます。７月には 大井川長島ダム流域連携協議会と連携し、
森と湖に親しむ旬間イベント、２０周年記念イベントの実施を計画しています。
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湖面巡視体験 流木アート

夜間ライトアップダム見学



新しい技術の活用

●ドローンを用いて、普段は見ることができない視点で貯水池周辺の巡視を行います。
●ICT建機を用いた、堆砂掘削工事を実施します。
●バックホウのバケットで積み込む土量の重量を計測できるペイロードメータを用いて、過積載を防止します。
●トレーラーダンプを用いて、運搬車両の台数削減を行います。

長島ダム

接岨大橋

奥大井湖上駅

1

長島ダム ドローン活用イメージ

撮影ポイント

ドローン巡視
ドローン撮影
3次元測量

2

1 2

①～⑤の段階すべてにおいてICTを全
面的に活用する工事
①3次元起工測量
②3次元設計データ作成
③ICT建機による施工
④3次元出来形管理等の施工管理
⑤3次元データの納品

ICT施工

ICT施工
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長島ダム管理所 組織
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